
 

後期のスタート 
 １０月１５日から、後期がスタートしました。

前期終業式や後期始業式を節目として、子ども

たちは、前期の振り返りや後期に頑張りたいこ

とを考えてくれました。１年生代表の坂田れん

かさん、２年生代表の熊谷もなさん、３年生代

表の山本ののかさん、４年生代表の山内美結さ

ん、５年生代表の藤本結愛さん、６年生代表の

田中星乃さんが全校児童の前で発表をしてく

れました。学習面では、国語や算数、運動会の

競技のこと、生活面では、あいさつや上級生と

しての行動を話してくれたことが印象に残り

ました。ご家庭でも「あゆみ」の担任からの言

葉や日頃の子どもの様子などをもとに、前期を

振り返っていただいたご家庭もあったと担任

から聞きました。ありがとうございます。 

後期には、子どもたちが表現する機会や場面

が多いです。これまでの学びをしっかりとアウ

トプットできるようほめ、励ま

していきます。ご家庭でも、子

どもたちの声に耳を傾け、励ま

しの声かけをお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月３，４日に、南関町４つの小学校連合

で５年生の集団宿泊教室が行われ、団長として

参加させていただきました。１日目は、水俣病

資料館や環境センターを訪問し、資料館の見学

をしたり、語り部さんの話を聞いたり、環境に

ついて講話を聞いたりしました。語り部さんの

話を聞いて、水俣病患者だからと特別扱いされ

るのでなく、助け合い支え合いながら力強く生

きているパワーを感じました。あしきた青少年

の家に着いてからは、心配していた天候による

活動の変更もなく、ナイトゲームや海岸散歩や

ペーロン船マリン活動ができたことはなによ

りうれしかったことです。子どもたちは、自然

のすばらしさとともに怖さや偉大さも感じ取

ってくれたらと思いました。海の美しさに感動

する様子がありました。また、船に乗って力い

っぱい漕ぐことで海の水の重さを感じたと思

います。ナイト

ゲームで暗闇の

中を歩くこと

で、光の大切さ

と闇の恐ろしさ

も感じたのでは

ないでしょう

か。 

あいさつや５分前行動、話を聞く態度や感想

の内容などだんだん良くなっていきました。団

長として参加させていただき、充実し達成感あ

る２日間になりました。ぜひ、各学校に帰って、

学んだことを続けてほしいと伝えました。５年

生にとって後期は６年生最上級生へのゼロ学

期でもあります。各学校の５年生の活躍が聞こ

えてくるのを楽しみにしています。 

 

秋と言えば 
現在、NIE の実践の一つとして読売新聞ワー

クシート通信に取り組んでいます。３年生以上

の児童を対象にして、新聞記事を使った問題に

挑戦するという内容です。今回のテーマはヒガ

ンバナの開花の記事でした。今年はヒガンバナ

の開花が遅れていて、学校の周辺でも今が満開

になっていますね。秋の花と言えばヒガンバナ

ですが、「秋と言ったらなんでしょうか」の問に

子どもたちの回答を紹介します。 
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 さかきっ子  
 
学校教育目標  

「かしこく・やさしく・たくましい 

         『さかきっ子』の育成」

《育てたい力》 

考える力 協働する力 がんばり抜く力 

 

６年田中星乃さん、５年藤本結愛さんの発表の様

子です。さすが高学年、堂々と話してくれました。 

始業式では、校長先生の

話を聞いて、気づいたこ

と、考えたことをペアト

ークしています。相手に

体を向け、相手の目を見

ながら話すことができる

ようになっています。 

もみじ、イチョウ、ヤキイモ、コスモス、

すすき、コオロギ、柿、赤とんぼ、くり、

チンゲンサイ、いねかり、ハロウィン・・・ 

力をあわせて漕ぐ二小の５年生 


